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研究成果の概要（和文）： 統合失調症における認知機能障害と、臨床症状、QOL および生活

技能との関連を調べた。認知機能障害は症状においては陰性症状および錐体外路症状と関連し

ており、QOL においては主観的 QOL に比べて客観的 QOL が認知機能との関連が強く、認知

機能のうち特に「注意と処理速度」の影響が大きい事が判明した。また生活技能は認知機能領

域のうち「処理速度」と関連していることが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：The main purpose of the present study was to examine the 

relationship between cognitive dysfunction and clinical symptoms as well as quality of life 

(QOL) in schizophrenia. The results showed that cognitive dysfunction correlated with 

negative symptoms and extrapyramidal symptoms. Cognitive dysfunction also showed 

correlation with objective but not subjective QOL. Levels of life skills correlated with speed 

of processing domain of cognitive function. 
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１．研究開始当初の背景 

認知機能は、事象を認識・判断・裁量し、
行為を構想・遂行するさいの基本的な機能で
あるから、その障害の存在は、臨床症状にも
日常生活にも甚大な影響を及ぼすことが予
想される。しかし、統合失調症における認知
機能障害の臨床的な位置づけはいまだに不
明確な点が多い。発症に先立って存在してい
るのか、それとも顕在発症後に進行するのか、
その障害はどのような臨床症状と関連する

のか、予後との関係はどうか、などの基本的
事項も明瞭ではない。非定型抗精神病薬によ
る治療可能性が指摘されるが、これを疑う所
見もある。 

これまで研究が進まなかった大きな要因
として、従来の認知機能検査が煩雑に過ぎて、
臨床場面での適用が容易ではなかったこと
があげられる。適切な検査の導入は、認知機
能の臨床研究を促進させることができる。そ
こで、我々は統合失調症を対象とした簡便か
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つ鋭敏な検査である Brief Assessment of 

Cognition of Schizophrenia(BACS)を訳出し、
日本語版の信頼性と妥当性を検討した。
BACS は、この領域の第一人者である Keefe

らのグループによって作成されたもので、言
語性記憶、ワーキングメモリ、運動機能、注
意、言語流暢性、および遂行機能を評価する
６つの検査で構成されている。英語版同様に
日本語版においても 30-40分で施行可能であ
り、かつきわめて有用な検査である（Kaneda 

et al. Psychiatry & Clin. Neurosci. 2007）。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、この BACS を用いて、統合失調
症の認知機能障害と他の臨床指標との関連
を、多数例において詳細に検討し、症状、病
型、治療反応、社会機能などの観点における、
この障害の位置づけを明確にする。本研究で
は、認知機能が QOL に及ぼす影響に特に注
目して研究を進める。 

これと平行して、認知機能障害に着目して
画像研究ならびに分子医学的研究を進める。
認知機能障害は陽性症状や陰性症状となら
ぶ重要な臨床症状であり、しかも脳局在機能
や脳器質的変化との関連が示唆され、生物学
的病態と密接な関連を有する可能性がある。
また、顕在発症以前の患者や未罹患同胞にも
存在するという報告からは、素因と結びつく
可能性が示唆される。今後の生物学的研究に
おいて、得られた所見と認知機能障害との照
合は不可欠となってくると思われる。 

 

３．研究の方法 

１） 診断、同意取得, 臨床評価、認知機能
評価 
 診断は DSM-IV に準拠し、陽性陰性評価尺
度（PANSS）、カルガリ統合失調症抑うつ評価
尺度(CDSS)、自己評価式 QOL 評価尺度 SQLS、
および観察者評価式の QLS、GAF、錐体外路症
状評価尺度、家族による生活技能評価尺度
(LSP)を使用して臨床評価をする。評価は徳
島大学精神科医師のうち評価法に習熟して
いる医師が分担する。認知機能として、統合
失調症認知機能簡易評価法（BACS)を用いる。
認知機能評価は、訓練を受けた臨床心理士を
配置し、医師による臨床評価後に行う。総合
得点評価のほかに、言語性記憶、ワーキング
メモリ、運動機能、注意、言語流暢性、およ
び遂行機能の６つの下位検査得点も勘案し
て評価する。対象は、徳島大学精神科受診通
院患者に加え、近隣の関連施設の患者をも対
象とする。認知機能得点と他の臨床指標との
関連を詳細に検討し、症状、病型、罹病期間、
使用薬物、錐体外路症状、主観的 QOL、客観
的 QOL、社会機能などの観点からみた、この
障害の位置づけを明確にする。   
２）脳形態および脳機能画像解析 

 画像検査は、徳島大学病院放射線科で行う。
研究体制は完備している。高磁場３テスラ測
定装置が導入されており、形態画像解像度が
向上するとともに、MRS によるグルタミン酸
と GABA 濃度の測定が可能となった。本研究
では、認知機能評価を行った患者を対象に
MRI および MRS を測定し、認知機能障害の程
度と脳形態変化との関連について検討する。 
３）認知機能障害を指標とする分子遺伝学的
解析 
 新たなサンプルを収集するとともに、すで
に保有する臨床データがセットになってい
る統合失調症のサンプル 500 例に関しても、
認知機能評価未施行例では認知機能を評価
する。神経発達関連中心に有力候補遺伝子の
多型解析を行い、認知機能の程度との相関を
解析する。 
 認知機能の評価とデータの整理を研究支
援者の臨床心理士が担当する。 
 
４．研究成果 
平成 21年度および 22年にかけての検討か

ら、BACS の総合評価点ならびに注意機能評価
点が陰性症状と相関することが明らかとな
った。また自己記入式の主観的 QOL は認知機
能とは関連が薄いが、観察者評価による客観
的 QOL は認知機能との関連は強いことが見出
された。また、認知機能は錐体外路症状と逆
相関していたことからみて、過量の投薬によ
って 2 次的に増悪する可能性が示唆された。
主観的 QOL は抑うつ症状の影響を強くうけ、
客観的 QOLは陰性症状の影響を強く受けるこ
とが示された。これらの結果の論文発表を進
め、第 1 報として英文論文（Ueoka Y, et al 
2011）を発表し、現在第 2報（Tanaka et al.）
の改訂稿を投稿中である。 
最終年度の 23 年度には認知機能と Life 

skills profile (LSP)で評価した生活技能と
の関連を検討した。LSP は日常生活の基本と
なる技能を評価する尺度であり、家族に依頼
して測定した。本人および家族の同意を得て
施行した。その結果、認知機能の下位検査の
うち「BACS 符号課題」と LSP の「総スコア」
「身辺整理」「交際」「会話」「責任」及び「Trail 
Making Test (TMT) Part A」と LSP の「交際」
「責任」に有意な相関が認められた。 
以上の結果をまとめると、統合失調症の認

知機能障害は、症状においては陰性症状、錐
体外路症状と関連しており、QOL においては
主観的 QOL に比べて客観的 QOL が認知機能と
の関連が強く、特に「注意と処理速度」の影
響が大きい事が判明した。また生活技能は認
知機能領域のうち「処理速度」と関連してい
ることが明らかとなった。 
平行して勧めている画像研究では、脳形態

のみでなくグルタミン酸濃度や GABA 濃度も
測定してし、認知機能との関連の検討をする



 

 

ためになお対象例数を増やしている。分子遺
伝学的検討も症例数の増加を待って行う。 
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